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339 下肢 ア ライメ ン ト計測装置（QPR）の 精度に つ い て
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【目的】膝゜ A は 旧 常 礁 形外科領齣 診療で よ くみ られ る囎 で あ る が，そ 砺 態 は さま ざまで，そ の 成 因 と進 行過程 の 解 明 ｝、は ，
両 脚立 位 荷重時の 下 肢X 線 フ ィ ル ム か らの

．
ド肢 ア ラ イメ ン ト計測 が重 要 とされ て い る，当 院 で は，カ ナ ダ の ク イーン ズ 大学で 開発 さ

れ た 下肢 ア ラ イメ ン ト計賑 置 （Que・te ・P・eci ・i・・ R ・di・−9・aph ・ ：以 ド，　QpR ）を用 い て 繦 彡・計 測 を行 っ て お り，今 回 は その 言†1鞴
度に つ い て の 検 討 を目的 と した ．

【QPR の 鞭 】Q・R は タ｝・ テ
ー

プ ・レ付き輛 櫞 台蠏 瀰 処理鑓 か 蜻 成 さ れ て 耡 ，専 鵬 影台に 槻 格撮影 を行 い
， 得 らit

た フ ィ ル ム をデ ・ ジ タ イザ にて 劫 しrU ン ピュ
ー

蠏 髄 行う．辮 の 撮 影 で は膝関 節部踊 を撮 影 し，狽1雕 を確認後，S − 。

テ
ー

ブ ル を90
’
回転 させ，下肢全長 正 面 を撮影する ，こ の こ とに よ り，同

一
肢 位 に おけ る 正確 な 正 面 ・側 面 の 2 方向撮影が可 能 とな

る．また 専用撮影台の 前 壁 は二 重 に な っ て お り，前 面 ・
後面に そ れ ぞれ 違 う金属 マ

ー
カ が 数 カ所 に 埋 め 込まれ，フ ィ ル ム 上 に投影 さ

れ る．解 剖 学 的 に特徴 を持つ 19点 とマ
ー

カ をデ ィ ジ タ イ ザ に て 入 力す る こ と に よ り，下 肢 ア ラ イ メ ン ト上 の 角度 ・長 さが 10tSB ずつ

解析結果 と して出 力 され る．

肪 法］L 下肢 ・ ・ ン トム をf城 各MIの 角麟 よ 脹 さ を鶏 し た ，2、
．
ド肢 ・ ・ ン トム を緬 性 に 臆 しなカ・ら撮景彡台に 醗 し，

側 ・正 面 の 2 方向 を撮影 した ，今 回 は膝の 屈曲角度 o，10，20，30にFrA （大腿 脛骨角）176，180 ，184，188，190 を組 み 合わ せ た．
3．QPR に て 解析 を行 い ，実測値 と比較検討 した．4．膝 の 屈 曲 0

：
に 関 して は 拡大率 の 算 出が 容易で ある こ とか ら，長 さ項 目に つ い て

QPR の 解 析結果 と，用手法 と して拡大率 と フ ィ ル ム 上 の 測定値 よ り計 算 で 求 め た値 との 比 較 を行 っ た．
【髞 懈 析 髞 と して 不 され る箙 1・・朗 よ 悧 と して ，・A 膝で 特徴的 1・変 化 をみせ る 觚 で ある，F・

’
A ，　CMCM （機能軸馳 角）に

つ い て の 結果 をそれ ぞ れ T ・b1・ 1・2 に 示 す・さら に 長 さ 1・つ い て ，　F・m ・・at・L・ ng ・h，　Tlbi・i　L ・・g・hの 結果 をそ れ ぞれ T 、bl。 3，4 （，示
す，こ れ らの 結果，QPR は，角 度 で は最大誤 差 1．3

°
，長 さで は最 大誤差 率 L8％で あっ た．また膝 の 屈曲o

‘
かつ FTAlgo の 場合の 長さ

項目に 関 し，QPR と用手法の 結果 を比較 す る と，　QPRの 方 が誤差 の 小 さい 項 目が 多く，用手法 よ り精度 が良 い 結果 とな っ た （Tab土， 5），
【考察】QPR で はgm 撮景彡台 に よ り1 立 位 にお け る 同二 瞰 で 正 確 な正 ・

側面の 2 方艫 影 を行うこ と柯 能で あ 。 た．ま た，　atx
率の 違い に よ る誤差や 歪み の 補正が 可能で ，そ の 精 度 は 良好で あ り， 今回 の 実 験範囲で は屈曲 ・内外反 を有する 膝に関 して も良好 な

結果が 得 られ た．さ らに 膝 の 屈 曲 0
°
で の 長 さ項目 の 比較で は 用 手法 よ りも誤差が 少 な か っ た．
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Tabie　3　誤 差率 （Femo 国 　Zength）
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Table　5　　屈 曲0
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に お ける比 較

丁 巳ble　4　誤 差 率 （Tibial　Length）
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（単位 実測 ：mm ，照差率 ：％ ）

実測 値 用手法 QPR 誤 差 串 誤 差率
（用 手法 ） （QPR＞

Fem 翻 Le馳gth 445．0443 ．1448 ．20 ，40 ．7
Tibb1　Length 356．3352 ．8354 ．1Lo0 ，6
Standi  Leg　Le  出 812．0817 ．6814 ．50 ．703
T觚 condyiar 湖 dth 75．074 ．874 ，6o ．3o ．5
し8tera 】Condylar　A／P　Depth65 ．064264 ．912D ．2
Tib正ai　Plateau　Width 80．979 ．282 ．O2 ．11 ．4
Medi創 Tibia亅鬥 ateau 　A／P　Dep ヒh49 ．750 ，650 ユ L80 ．8
国 teral　JoinヒSpace 18，019 ．3 工7．7 了．21 ．7
Med ｛aU 。int　Space 10，59 ．59 ．89 ．56 ，7
Corooal　Subluxahon 0．10 ユ 0ユ O．00 ．0
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